
雑誌『あっちこっちば』
「千葉県内の鉄道路線×○○で魅力再発見」

をテーマに、企画、取材から制作まで

江戸川大学 メディアコミュニケーション学部

マス・コミュニケーション学科

本多 悟ゼミナール4年（4期生）

中川由菜、足尾葵、妻神実咲、武田仁美、堀尾かのん、宮古侍音



本多ゼミの活動内容

・出版コンテンツ制作の基本となる編集知識を
習得し、分析・研究することで一生使える
「編集力」を身に付ける

・その研究成果として、企画、取材、撮影、原稿
執筆、レイアウト、印刷、製本などすべての
制作工程を学生が主体となり雑誌制作を行う





制作スケジュール

4月～5月→コンセプト決め、台割作成、

ラフレイアウト作成、取材先リサーチ

6月～7月→前半担当・後半担当の２グループに

分かれ、取材先の選定



制作スケジュール

8月（夏休み）→アポイント取り、掲載許可取り、

取材

9月（夏休み）→取材、原稿執筆

10月～1月上旬

→原稿完成、入稿準備、DTP作業、印刷・製本作業



『あっちこっちば』の由来と概要

・大学所在地であり、ゼミ生6名全員が住んで

いる千葉県をテーマとする雑誌をつくることに

・「千葉県内を相当あちこちまわらなきゃね」

→あちこち＋千葉＝『あっちこっちば』



『あっちこっちば』の由来と概要

・オープンキャンパスを訪れる未来の江戸大生に
向けた、「地域密着型ガイドブック」

・公共交通機関を使って行ける→「千葉県内の
鉄道路線ごとにテーマを決めて、魅力を紹介する」

・ページ数は64ページ



台割・ラフレイアウト作成、取材準備

雑誌制作の最初の工程として、台割とラフ

レイアウトを作成。誌面全体の方向性を検討した。

→写真の内容や枚数、構図をこの段階で決めた。

→掲載する文章の方向性や取材時の質問内容も

同時に考えた。



前半班の取材活動
①小湊鉄道×自然

②銚子電鉄×海鮮

③外房線×海のレジャー

④内房線×陸のレジャー

⑤新京成線×ラーメン

⑥京葉線×聖地

⑦成田線×レトロ 勝浦海中公園海中展望塔











後半班の取材活動

①千葉都市モノレール×公園

②常磐線×カフェ

③総武線×博物館

④東武アーバンパークライン×神社

⑤東金線×果物狩り

⑥京成本線×おみやげ
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原稿執筆

取材内容をもとに掲載する本文の原稿を
執筆した。

→ラフレイアウトで決めた分量に合わせて、
取材音源から重要な言葉を選び、伝えたい
内容が分かりやすく伝わるようにまとめた。





入稿準備

・先生による原稿チェック

・掲載する写真のセレクトと先生によるチェック

・ラフレイアウトの修正と先生による確認



DTP（Desktop Publishing）作業

使用したツール

・Photoshop

→写真の加工、解像度を変える

・InDesign

→メインで使用。文字のフォントや写真を配置
して誌面を制作





印刷・製本作業

・印刷

→すべてのレイアウトができたら、一つの
データにまとめ、A3ノビサイズ用紙で印刷。

・製本

→余白を裁断機で切りとり、ホチキスでとめて
製本する。



反省点①
・取材交渉・取材はいつまでに行えば良いのか
明確にする。

・取材交渉をする時は、メールであると気づか
ない可能性があるため、電話をする。

・お店の公式サイトや SNS の情報が更新され
ていなく、間違っている場合もあるので
直接確認する。



反省点②

・アポイント取りや取材は早めに終わらせて、
レイアウトや編集作業などの時間に充てる。

・雑誌のコンセプトをつねに頭に入れて、取材、
レイアウトや編集作業を行う。

・写真は沢山撮影しておく。



雑誌制作の感想・学んだこと

・責任感を持ってやらなければならないため、
コンセプト決めから編集作業まで、視野を広げ
ていき細心の注意を払って雑誌制作を行なっ
た。沢山の労力がかかることが分かった。

・雑誌を一から制作したため、完成した時は
大きな達成感を得ることができた。



ご清聴いただき
ありがとうございました！


